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表
紙
の
写
真

「
首
都
の
春
」

撮
影
者　

市
ヶ
谷
会
館　

館
長　

三
貝　

哲
様

 
令
和
8
年
度

 

寄
付
金（
従
来
の
会
費
）

 

納
付
の
お
願
い

陸
修
偕
行
社
の
会
計
年
度
は
4
月
〜

翌
年
3
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
寄
付

金
（
従
来
の
会
費
）
の
納
付
は
、
年
度
末

ま
で
に
翌
年
度
分
を
前
納
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

①
普
通
会
員	

5
千
円
（
一
口
）

②
家
族
会
員
（
遺
族
、
配
偶
者
、
子
弟
）

	

3
千
円
（
一
口
）

③
賛
助
会
員
（
個
人
）	

5
千
円
（
一
口
）

④
賛
助
会
員
（
法
人
）	

3
万
円
（
一
口
）
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訃　
　

報

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す

陸
士
60　

北
野　
　

章
様　

令
7
・
10
・
8

　

同　
　

粂
原　

次
郎
様　

令
7
・
12
・
17

　

同　
　

鈴
木　

一
直
様　

令
8
・
1
・
12

陸
士
61　

石
塚　
　

清
様　

令
7
・
10
・
22

　

同　
　

十
時
義
七
郎
様　

令
７
・
10
・
30

　

同　
　

浅
井　

次
雄
様　

令
8
・
1
・
3

　

同　
　

原　
　

伸
夫
様　

令
8
・
1
・
16

陸
自
58　

西
村　

吉
弘
様　

令
7
・
12
・
17

家
族　
　

長
野
キ
ヨ
子
様　

令
7
・
10
・
21

領
政
策
と
日
本
の
現
在
」
は
13
回
、「
楓
之

君
乳
母
草
子
」
は
15
回
に
わ
た
る
連
載
で

今
号
終
了
し
ま
し
た
。
ご
愛
読
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
折
し
も
佐
藤
憂
著
『
日
米

開
戦
の
真
実
』
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
1
9
4
1
年
当
時
、
日
本
が
対
米

戦
争
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

は
、
急
速
に
発
展
す
る
ア
メ
リ
カ
と
い
う

帝
国
主
義
国
と
妥
協
は
で
き
な
か
っ
た
と

語
っ
た
大
川
周
明
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
米

英
東
亜
侵
略
史
』
を
紐
解
い
て
い
ま
す
。

考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で
し
た
▼
安
倍
総

理
の
時
代
に
「
人
生
1
0
0
年
時
代
構
想

会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
教

育
→
就
職
→
定
年
→
余
生
と
い
う
直
線
的

モ
デ
ル
で
は
な
く
、
長
寿
化
・
技
術
革
新
・

社
会
変
化
に
伴
い
、
複
線
型
・
再
設
計
型

の
教
育
・
仕
事
・
余
暇
・
学
び
直
し
・
社

会
貢
献
が
交
互
に
訪
れ
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー

ジ
型
キ
ャ
リ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

60
〜
70
代
は
、
成
熟
し
た
可
能
性
の
時
期
、

余
生
で
は
な
く
、新
た
な
挑
戦・社
会
貢
献・

自
己
実
現
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
再
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
貢
献
・
成
長
・
つ
な
が
り

と
い
っ
た
動
機
を
重
視
し
、
振
り
返
っ
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
人
生
を
送
り
た
い
も

の
で
す
。	

（
勝
行
）

　

3
・
4
月
号
を
読
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
号
は
、防
衛
随
想
、安
全
保
障
、

防
衛
産
業
、
防
衛
法
制
、
科
学
技
術
、
慰

霊
顕
彰
な
ど
の
記
事
を
掲
載
で
き
、
読
者

の
皆
様
に
幅
広
く
軍
事
や
安
全
保
障
を
考

え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思

い
ま
す
▼
教
育
問
題
委
員
会
の
「
戦
後
占

寄
贈
図
書 

矢
野
義
昭
著
『
日
本
の
真
の
国

防
4
条
件
』
月
待
舎
か
ら
希
望
者
へ
の
無

料
送
付
の
お
知
ら
せ

編
集
委
員
会

　

陸
修
偕
行
社
賛
助
会
員
の
林
弘
明
様
は
、
長

く
経
済
活
動
を
通
じ
て
社
会
貢
献
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
安
全
保
障
環
境
の
厳
し
さ
や
国

民
の
国
防
意
識
の
薄
さ
に
強
い
危
機
感
を
募

ら
せ
る
中
、
矢
野
義
昭
氏
（
陸
自
74
期
）
と
出

会
い
警
世
の
書
を
発
刊
し
広
く
普
及
す
る
こ
と

を
決
心
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
真
の
国
防
4
条
件
と
し
て
、
核
ミ
サ

イ
ル
搭
載
原
子
力
潜
水
艦
を
自
国
で
保
有
す

る
こ
と
、
尖
閣
諸
島
に
自
衛
隊
が
常
時
駐
屯
す

る
こ
と
、
自
衛
隊
予
備
自
衛
官
、
予
備
自
衛
官

補
を
増
強
す
る
こ
と
、
軍
事
産
業
を
振
興
し
武

器
輸
出
を
拡
大
す
る
こ
と
を
強
く
訴
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、「
希
望
す
る
会
員
へ
本
書
籍
を

送
料
込
み
で
無
料
配
布
す
る
」
と
の
ご
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
会
員
は
、
メ
ー
ル
又
は
電
話
で
月

待
舎
ご
担
当
：
松
田
様
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

info@
tsukim

achisya.co.jp

（
電
話 

0
7
8

−

6
0
0

−

0
5
2
1
）




